
理

欲

論

上

崎

山

宗

「

秀

理
欲
論
は
古
い
題
目
で
あ
る
が
、
今
も
猫
研
究
を
要
す
べ
き
新
し
い
問
題
で
あ
る
。
此
の
問
題
は
字
義
や
其
の
關

係
な
ど
に
就
い
て
、
時
代
や
學
者
に
よ

つ
て
共

の
見
解
を
異

に
し
て
ゐ
る
か
ら
、
學
徒
を
し
て
多
岐
亡
羊
の
威
を

懐
か
し
め
る
か
今
薮
に
、
古
學
に
於
け

る
理
欲
の
意
義
を
閲
明
し
、
併
せ
て
宋
學
に
於
け
る
理
欲
論

に
封
す
る
批

到
に
も
言
及
し
て
み
よ
う
。
但
述
べ
る
だ
け
で
、
敢
て
作
る
の
で
は
な

い
。
其
の
説
或
は
灘
家
に
似

た
所
も
あ
ら

う
、
或
は
異
な
る
瓢
も
あ
ら
う
、
我
が
玉
を
磨
く
他
山
の
石
と
し
て
勘
し
で
も
数
果
が
あ
ら
ば
幸
甚
。

国

性

を
離

れ

て
輩
濁

に
理
欲
を

説

く

こ
と

は
不
可
能

で
あ

る
か
ら

、
議
論

を
進

め

る
順

序

と
し

て
先

づ
性

の
定
義
を

述

べ
よ
う

。

古
書

に
、

・

串
口
子

日
Q

生

之
謂
レ性
。

(孟
子
告
子
章
上
)

生

之
所
嵩以

然
一者
謂
昌之

性
一。
(筍
子
正
名
篇
)

理

欲

論

,

(
一
)
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理

欲

論

(
二
)

凡
性
者
天
之
就
也
。
不
レ可
レ學
。

不
レ可
レ事
。
(筍
子
性
悪
篇
)

性
也
者
吾
所
レ不
レ能
レ爲
也
。
然
而
可
レ化
也
。
(荷
子
儒
敷
篇
)

如
昌且
ハ生
之
自
然
一之
質
謂
昌之
性
一。
(董
仲
野
春
秋
繁
露
深
察
名
號
篇
)

性
生
而
然
者
也
。
(王
充
論
衡
初
稟
篇
)

性
者
生
之
質
也
。
(蕪
子
庚
桑
楚
)

性

天
質
之
撲
也
。
(春
秋
繁
露
深
察
名
號
篇
)

性
者
生
之
質
Q
(中
庸
鄭
注
)

と
あ

る
。
此
等
の
例
は
皆
漢
以
前
の
學
者
が
性

に
封
す
る
定
義
を
下
し
た
語
句

で
あ

つ
て
、
敦
れ
も
皆
殆
ど
其

の
義

を
同
じ
う
し

て
居

る
。
故

に
此
等
の
語
句
を
綜
合
す
れ
ば
、
其

の
館
結
と
し
て
次
の
や
う
に
性
の
定
義
を
立
て
る
こ

ピ
が

で
き
よ
う
。
曰
く
、
性
は
生
で
あ
る
、
人

の
生
れ

る
と

、
も

に
具
有
す
る
肉
膿
や
精
紳
上
0
あ
ら
ゆ
る
現
象
を

素
質
と
し

て
包
含
し
、
自
然
で
あ

つ
て
、
而
し
て
輕
験
境
遇
敢
育
な
ど
に
よ

つ
て
獲
化
す
る
も

の
で
あ
る
と
。
是
が

古
學

に
於
け
る
性

の
正
義

で
あ
る
。

、

二

既

に
性

の
定
義
を
明
に
し
た
か
ら
、
次

に
性

の
要
素

に
移
ら
う
。

性
は
之
を
直
観
す
れ
ば
、
湛
然
眞
静

に
し
て
渾

一
無
雑
で
あ

%
。
之
を
読
明
す
れ
ば
、
分
ち

て
二
と
し
な
け
れ
ば
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な

ら

ぬ
、

二
と
は
情

と

理
と

で
あ

る
、

而
し

て
情

の
物

に
鳳

じ

て
動

く
は

欲

で
あ

る
。
情

は
血

氣

に
本

づ
き

、
理

は

心

知

に
根

ざ

す
。
情

は
實
質

に
し

て
、

理
は
虚

文

で
あ

る
。

先
儒

は
此

の
如

く
形

式
内
容

の

二
方

面
よ

り
性

の
要
素

を

説

い

て
ゐ

る
。

孟
子

に
、

孟
子

日
、

口
之

於
レ味
也

。
目

之
於
レ色

也
。

耳

之
於
レ聲

也
。
鼻

之

於
レ臭

也
。

四
肢

之
於

安

供

一也
。
性

也
。

有
レ命

焉

。

君
子

不
レ謂
レ性

也

。
(霊
心
章
下
)

心

之
所
噂向

然

一者
何
也

。
謂

理
也
義

也

。
聖

人
先

得
冨我

心

之
所

二同
然

一耳

。
(告
子
章
上
)

と

あ

る
。
色

聲
臭

味
供

は
欲

で
あ

る
、

理
は

心
知

の
明

に
根

ざ

し
、
而

し

て
心
は
性

で
あ

る
か

ら
、

之
を

推

せ
ば

、

孟
子

は
理
欲

を
以

て
性

の
要

素

と
爲

し
た

こ
と

を
知

る

に
足

る
で
あ
ら

う
。

樂

記

に
曰

く
、

人
生

而
静

。

天
之
性
也

。

庫

於

物

一而
動

。

性

之
欲

也
。

云
々
。

天
理

滅
奥

。
註

鄭
日
。

理
猶

レ性
也

。

と
。

此
は
情

と

理
と
を

以

て
性

に
屡

す

る
と
な

し

て
ゐ

る
。

理

は
天

の
賦
す

る
所

に
し

て
、
性

に
具

は

る
者

で
あ

る

か
ら
、

性
を

獲

じ

て
理
と
言

つ
た

の
で
あ

る
。
但

動
静

を
以

て
情

と
理
と

を

匿
別

し

て
ゐ

る
の

み

で
、
情

を
性

の
外

に
置

い

て
性

と
相

反
す

る
も

の
と

は
し

て

ゐ
な

い
。
後

儒

の
所
謂

天
理
人

欲
と

は
大

に
其

の
義

を
異

に
し

て

ゐ
る
。

荷
子

曰
く

、

、

理

欲

論

(三
)
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理

欲

論

(
四
一

情

者
性

之
質

也
。

欲
者
情

之
鷹

・也
。

(正
名
篇
)

と

。

此
は
情

を
以

て
性

の
質

と
な

す
明

謹

で
あ

る
。

許

愼

の
説

文

に
は
、

性

人

之
陽
氣
。

性
善

者
也

。
情

人

之
陰
氣

。

有
レ欲
者

也
。

と

説

明
し

て
ゐ

る
が
、

之
を

一
瞥

す
れ

ば
、

性
情

は

封
立

し

て
ゐ

る
が

や

う
に
見

え

る
け
れ

ど
も

、

細

に
之

を
察

す

れ

ば
、
但

陰

陽

に
分

別

し
た

の

み
で
、
猶

一
氣

に
屍

し

て
居

る
。

蓋
し
性

と
情

と

は
固

よ

り
封
立
す

る
も

の
と
し

て

劃

然
と

匠
分

す

る
こ
と

は

で
き

な

い
、
字

義

の
上
で
も

読
明

の
便
宜

上

之
を
分

別

し

て
居

る
の

で
あ

る
。

漢

儒

に
は
許
愼

と
同

じ

く
性

に
陰

陽

が
あ

る
と

な

す
者

が
多

い
、

准

南
子

日

、
徒

木

者
失
昌共

陰
陽

之
性

噂、
則
莫
レ不
昌枯
槁

一。

(原
道
訓
)

劉

郡
人
物

志

云
。

凡
有
口血

氣

一者
。
莫

レ不
下含
昌元

一
一以

爲
レ質

。
票

噌陰

陽

一以

立
う性
。

(九
徴
篇
)

董

仲
野

日
。
身

之
有

}性

情
一也
。

若
ヨ天

之
有

陰

陽

一也

。

叉
日
、

天
有

陰

陽
之
施

。
身

有

昌貧

仁
之

性

一。
(深
察
名
號
篇
)

是

は
董

子

が
性
を

以

て
陽

性
、
情

を

以

て
陰

性

と
な

し
、

陽

は
理
、
陰

は
質

に
し

て
、
理

な

る
が
故

に
仁

、
質
な

る

が

故

に
欲

が

め

る
と
言

つ
た

の

で
あ

る
。

大
戴

文

王
官

人

日
。

民
有

曽五
性

。
喜

怒

欲
愕
憂

也

。
喜
氣

内
畜

。

錐
匹欲
陰

レ之
。

陽
氣

必
見
。

云
々
。
仁
義

禮
智

。

喜
怒

欲
儂

。
當
昌其
未
ツ登

。

是
謂
昌之
性

一。

及
昌其

外
見

一。

是
謂
二之
情

一G
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是
も
亦
陽
性
を
以
て
性
と
爲
し
、
陰
性
を
以
て
情
と
爲
し
て
ゐ
る
。

三

理
欲
問
題
の
核
心
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
善
悪
論

で
あ

る
。
善
悪
は
理
と
欲
と
の
即
離

に
由

つ
て
登
生
す
る
。
理
は

直
別
の
名

で
あ

る
、

樂
記
日
。
樂
者
。
逼
倫

理

者
也
。
鄭
注
云
。
理
分
也
。

中
庸

日
。
丈
理
密
察
。
足
呂以
有
7別
也
。

孟
子
日
。
始
昌條
理
一者
。
智
之
事
也
。
終
y
條
理
一者
。
聖
之
事
也
。
(萬
章
章
上
)

此

の
分
理
條
理
文
理
等
の
成
語

に
よ
れ
ば
理

に
到
断

の
義
が
あ

る
こ
と
は
明
か
で
あ

る
。
古
訓

で
は
心
の
明
畳
す
る

不
易

の
則
を
理
と
謂

ふ
、
故
に
理
は
到
断
の
規
準

で
あ
る
と
謂

へ
よ
う
。
欲
の
理

に
中
る
、
之
を
善
と
謂
ひ
、
欲
の

理
に
悸
る
、
之
を
悪
と
謂

ふ
。
換
言
す
れ
ば
、
制
情
節

欲
を
善
と
謂
ひ
、
中
や
公
や
仁
や
誠
や
天
理
な
ど
は
共

の
異

名
で
あ
る
。
任
情
縦
欲
を
悪
と
謂
ひ
、
過
不
及
や
私
や
貧
や
欺
や
人
欲
な
ど
は
其
の
異
名

で
あ

る
。
善

悪
の
標
準
は

理
に
在

つ
て
、
欲
に
は
善
も
あ
り
、
悪
も
あ

る
が
、
其

の
自
燈
は
無
記
で
あ

る
。
故

に
邉
情
去
欲
も
亦
善
で
は
な

い
。

筍
子
は
明
確

に
此

の
思
想
を
述

べ
て
ゐ
る
。

欲
過
レ之
而
動
不
レ及
。
心
止
レ之
也
。
心
之
所
レ可
中
レ理
。
則
欲
錐
レ多
。
奨
傷

於
治
一。
欲
不
レ及
而
動
過
レ之
。
心
使
ゾ

之
也
。
心
之
所
レ可
失
レ理
。
則
欲
錐
レ寡
。
奨

止
昌於
齪
一。
故
治
齪
在

於

心
之
所
ワ可
。
亡
昌於
情
之
所
ワ欲
。

理

欲

論

(
五
)
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理

欲

論

(
六
)

以
レ所

レ欲
爲
γ可
レ得
而
求
レ之
。

情

之
所
昌必

不
7免
也

。

以
爲
レ可

而
道
レ之
。

知
所

昌必
出

一也
。

故
錐
レ爲

昌守
門

一。
欲

不
ゾ

可
〆去
。

性

之
具
也

。
錐
レ爲
昌天

子
一。
欲

不
レ可
レ鑑

。
欲

錐
レ不
レ可
レ審

。
可
昌以

近
7書

也

。
欲

錐
レ不
レ可
レ去
。

求
可
レ節

也

。
(正
名
篇
)

善

は
達
情

途
欲

を
得

て
、

以

て
性

を
完

う

し
、

悪
は
達

情

遽
欲
を

失

つ
て
以

て
性

を
傷

ふ
。

四

始

め

て
性
善

を
質

言

し
た
者

は
孟

子

で
あ

る
。

孟

子
道

昌性

善

一。

言
必
総
脚昌発

舜

一。
(膝
丈
公
章
上
)

人
皆
可
ず以
爲
昌尭
舜

一。

云
々
。
亦

爲
レ之

而

已
。

(告
子
章
下
)

此

は
言

約

に
義

豊

に
し

て
、
孟

子

の
所
謂
性

善

の
本
質

を
明

に
す

る
適

切

な
資

料

で
あ

る
。

可
能

性

よ
り
観

れ
ば

、

聖

凡
は

不

二
に
し

て
、
現

實
性

よ

り
観

れ
ば

、
聖

凡
は

不

一
で
あ

る
、
可
能

性

に
積

習
を

加

へ
た
も

の
が

現
實

性

で

あ

る
が

故

に
可
能

性
と
現

實
性

と

は

不
異

不
同

で
あ

る
。
孟

子

の
所

謂
性
善

は

可
能

性

に
擦

つ
て
立

言

し

た

の
で
あ

る

。

此

に
由

つ
て
之
を
観

れ
ば

、
性

善

の
大

要
は

下

の
や
う

に
言

へ
る
、

曰
く

、
(
一
)
善

は
固
有

で
あ

る
、

さ
れ
ど

(
二
)
完

全
自

足

で
は
な

い
、
(
三
)
可
能

力
を
有

す

る
が

故

に
(
四
)
之
を
養

へ
ば

登
展

し
、
(
五

)
之
を

霊

せ
ば
聖

に
至

る

と
。

然

ら
ば

悪

の
読
明

は
如
何

、
悪

は

不
審

と
陥
溺

と
放

心
と

不
養
と

に

本
つ

い
て
起

る
と
言

ふ
よ

り
外

は
な

い

の

で
あ

る
。
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孟
子

日
。
側

隙

之

心
仁

之
端

也

。
差

悪
之

心
義

之
端
也

。
僻

譲

之
心
禮

之
端

也
。

是
非

之
心

智

之
端

也
。

人
之
有

昌是

四
端

一也

。
猫
哺竜
ハ有
巳四
謄
一也
。

云
々
。

凡
有
レ四
島端
於

我
一者
Q

知
昌皆

援

而
充
7之
奥

。

若

二火

之
始
然

。

泉

之
始

悩達
一。
(公
孫
丑
章
下
)

孟
子

日
。

人

之
所
昌不
レ學

而
能

一者
。

其

良
能

也
。
所

昌不
レ慮
而

知
一者
。
其

良

知
也

。

弦

提

之

童
。

無
下不
レ知
"愛

其

親

一者
占。

及
噌其

長

一也
。
無
下不
レ知
レ敬

其

兄
一者
上也
。
親
レ親
仁

也
。

敬
レ長
義
也

。
無
レ他

。
達

呂之
天

下
一也

。(盤
心
章
上
)

孟
子

日
。

心

之
所

向

然

者̀
何

也
。
謂

理

也
義

也
。
聖

人
先

得

邑我

心
之
斯

向

然

一耳
。

故

理
義

之

悦
出於

心
一。

猶
置鋼

泰

之
悦
二我

ロ
一。
(告
子
章
上
)

孟

子

日
。
乃

若
昌其

情

則

可
幽以

爲
7善

臭
。

乃
所

謂
善

也
。

若
夫

欝

木

善

非

昌才

之
罪

也

。

云
々
。
仁

義
禮
智

。
非

二

由
レ外
…響

我
也

。
我

固
昌有

之
一也
。
弗
レ思
耳
突

。
故

日
。

求

則
得
レ之
。

舎
則

失
レ之
。

或

相
倍

葎

而
無
レ算
者

。

不
ソ

能
γ量
盆
二此
ハ才
一者
也

Q
(告
子
章
上
)

孟
子

日
。
富

歳

子
弟

多
レ頼
。

凶
歳

子
弟

多
レ暴
。

非
嵩天

之
降
レ才
爾

殊
一也
。
其

所
ヨ以
陥
呂溺
其

心

一者
然

也
。(告
子
章
上
)

孟

子

日
。
錐
7存
一】乎

人
一者
上。
豊

無

仁

義

之

心
一哉
。
其

所

以

放
一】其
良

心
一者
。

亦
猫

一斧

斤
之

於
7木
也

。

旦
旦
而
伐
レ

之

、
可
昌以

爲
ワ美

乎
Q

爵
々
。

筍
得
昌其
養

一。

無

物

不
7長

。
筍

失
蓋
ハ養

一。

無
呂物

不
7消

Q
(告
子
章
上
)

上

に
基

げ

た

る
例
も

亦

孟
子

の
所

謂

性
善

の
意
義

及

び
悪

の
起

源
を

見

る
に
必
要

歓

く

べ
か

ら
ざ

る
資
料

で
あ

る
。

筍
子

も
亦

聖

凡
不

二
、
善

固
有

、
可

能

と
現
實

と

の
不
同

に
就

い
て
詳
細

に
述

べ
て
ゐ

る
、

理

欲

論

(七
)
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理

欲

論

(
八
)

今

塗

之

人
者
。
皆

内
可
軍以
知
詰父

子
之
義

一。
外

可
軍以

知
出君

臣
之

正
甲。

然
則

其

可

以̀
知

一之
質
。

可
}}以
能

"之
具
。

其

在
昌塗

之
人

一明
尖

。
今
使
覇塗
之

人

者
以
下其

可
二以
知

一之
質

。
可
昌以
能

一之
具
山。

本
乙夫
仁

義

之
可

ノ知

之
理
。

可
レ能

之

具
甲。
然

則
其

可
昌以
爲
ワ禺

明
尖

。
今

使
下塗

之
人
伏
レ猜

爲
レ學

。
專
レ心

一
レ志

。
思
索

敦

察
轟。
加

レ日
縣
レ久

。
積
レ善

而

不
占息

。
則

通
昌於
神

明
'。
屡

昌於

天
地
】夷
。

故

聖
人
者

。
人

之
所

昌積

而
致

一也

。

日
。

聖
可
噛積

而
致

一。
然

而
皆

不

レ可
レ積

。
何

也
。

日
。

可
レ以

而
不
レ可
レ使

也
。
塗

之
人
可

以

爲
τ禺
期

然
。
塗

之
人
能

爲
レ禺

。
未
噛}必
然
}也
。

難
レ不

γ能
レ爲
レ禺

。
無
レ害
レ可
昌以
爲
ワ禺

。
用
レ此
観
レ之

。
然

則
可
二以

爲
一Q
歩

】必
能

一也

。
錐
レ不
レ能
。

無
レ害
レ可
二以

爲
Q

然

則
能

不
能

之
與

二可
不
可

一。

其

不
レ同
遠

契
。

(性
悪
篇
)

此

は
性

善
と

相
惇

ら
ざ

る

の
み
な
ら

す
、

恰
も

孟
子

の
読
を
敷

演

し
た

や
う

で
あ

る
。

聖
人

が
復

た
起

つ
て
も
、
貴

に

此

の
言
を

易

へ
よ

う
か
。

五

按

す

る

に
、

孟
子

の
性

善

は
其

の
名

ば
創
見

で
あ

る
が

、
其

の
實

は
傳

統

的
思

想

に
厨

し
、

た

ゴ
之
を
閲
明

し

た

に

過
ぎ

な

い

の
で
あ

る
。

今
試

み

に
性

善

の
思

想
を
経

書

の
問

に
索

め
れ

ば
、

易

に
、

一
陰

一
陽
之

謂
レ道

。
織
レ之

者
善

也
。

成
レ之

者
性

也
。

(繋
鮮
上
)

成
レ性

存
レ存

。
道

義

之
門

。

(繋
僻
上
)
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窮
レ理
鑑
レ性
。

以

至
昌於

命

一。

(説
卦
)

昔

者
聖

人
之
作
レ易

也
。

將
ヨ以
順

幽性

命

之
理
邑。
是

以

立
呂天
之
遁

一。

日
陰

與
レ陽
。

立
輔地

之
道

一。

日
柔
與
レ剛

。

立
二

人
之

道
一。

日
仁

與
〆義

。
(設
卦
)

と
あ

る
。

是
皆

性

に
於

て
善

を
圭

と

し

て
居

る
。

詩

に
、

量
弟

君

子
。
碑

爾

彌

爾

性

。

(大
雅
巷
阿
)

天
生

昌蒸

民

「Q
有
レ物

有
レ則
。

民

之
乗
レ鼻

。
好

二是
欝

徳

一。

(大
雅
蒸
民
)

と

あ

る
。

孟

子
も
性

善

の
讃

と
し

て
蒸
民

の
章

を

引
用

し
た

上

に
、
孔

子
は

此

の
詩

を
讃

み

て

、
道

を
知

る
と
爲

す

の
歎

を

登

せ
ら

れ

た
と

謂

つ
て
居

る
。

書

に
、

不
レ虞
二天

性
一、

不
レ辿

昌率
典

'、
(西
伯
識
黎
)

節

レ性
惟

日
其

適
、

(召
譜
)

と
あ

る
。

此

の
節

性

は
即

ち

孟

子

の
養
性

で
あ

る
、

必
す
節

し

て
乃
ち
能

く
情

は

和
す

る
所

が

あ

り
、
欲

は
順
な

る

所
が

あ

つ
て
、

日

に
善

に
進
む

の

で
あ

る
。
書

も
亦

性

に
於

て
善

を
圭

と
し

て
居

る
。

、

此

の
如

く
孔
子

以

前

の
思

想
は
総

じ

て
性
善

読

で
あ

る
。
然

ら
ば

集
大

成
者

で
あ

る
孔

子
も

固

よ

り
性
善
論

者

で

理

欲

論

(九
)
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理

欲

論

U
O

な
く
て
は
な
る
ま
い
。
然
る
に
孔
子
は
性

に
就

い
て
多
く
を
語
ら
す
、
た

ゴ
性
相
近
也
、
習
相
遠
也
、
と
謂
は
れ
た

の
み
で
、
性

の
善
悪
を
明
に
し
て
な

い
。
是
を
以

て
、
後
儒
は
之
を
解
す

る
に
自
己
の
所
見
を
以
て
し
、
各
異
説
を

立
て
、
居
る
、
例

へ
ば
荷
子
は
性
悪
を
以
て
、
楊
子
は
性
善
悪
混
を
以
て
、
韓
子
ぱ
性

三
品
を
以
て
之
を
解
し
、
朱

子
は
此
の
性
は
告
子
の
性
と
同
じ
く
氣
質

の
性
を
言

ふ
と
謂

つ
て
居

る
。
蓋
し
孔
子
の
所
謂
性
相
近
也
は
孟
子
の
乃

若
昌其
情
「、
則
可
昌以
爲
7善
尖
、
乃
所
レ謂
善
也
、
と
同
義
、
孔
子
の
所
謂
習
相
遠
也
は
孟
子
の
求
則
得
レ之
、
舎
則
失
ゾ

之
、
或
相
倍
徒
而
無
レ算
者
、
不
レ能
レ審
二其
才
'者
也
と
同
義

に
し
て
、
孔
孟
の
言
は
符
節
を
合
す
る
が
や
う
で
あ
る
、

故
に
孔
子
は
性
善
説
を
持
す
る
と
噺
言
し

て
疑
は
な

い
、
況
ん
や
孟
子
が
己
の
私
淑
せ
る
孔
子
と
性
に
於
て
全
く
其

の
見
を
異

に
す
る
と
は
考

へ
ら
れ
な

い
、
能

く
孔
子

の
思
想
を
咀
噛
し
た
者
は
孟
子
で
あ
る
と
思
ふ
。

六

古
學

で
は
制
情
節
欲
を
以
て
善
と
爲
し
、
任
情
縦
欲
を
以
て
悪
と
爲

せ
ば
、
善
は
情
や
欲
の
外

に
濁
存
在
す
る
も

の
と
は
し
な

い
、
後
世

の
術
語
を
假
り

て
言

へ
ば
、
善
悪
は
作
用

に
於
け

る
名

で
あ

る
と
す
る
。
其
の
好
例
は
樂
記

に
載

つ
て
居
る
、

入
生
而
静
。
天
之
性
也
。
庫
於

物
一而
動
。
性
之
欲
也
。
物
至
知
知
。
然
後
好
悪
形
焉
。
好
悪
無
"節
ご於
内
一。
知
誘

二於
外
δ
不
レ能
レ反
レ躬
。
天
理
滅
奥
。
夫
物
之
威
レ人
無
レ窮
。
而
人
之
好
悪
無
レ節
。
則
是
物
至
而
人
化
レ物
也
。
人
化

レ物
也
者
滅
昌天
理

而
窮
昌人
欲
開者
也
。

於
レ是
有
嚇悸

逆
詐
欝
之
心
鴨。
有
}淫

扶
作
齪
之
事
"。
是
故
強
者
脅
レ弱
。
衆
者
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暴
レ寡

。
知

者

詐

愚
。
勇

者
苦
レ怯

。
疾

病

不
レ養

。
老
幼

孤

猫
。

不
レ得

】其
所

。
哺此
大

齪

之
遁

也

。

天

理
人

欲
は
善

悪

の
本
質

で
あ

る
、
天
理

は
情

の
静
態

な

れ
ば
情

而
性

で
あ

る
、

之
を
性

情

と

謂

ふ
、

叉
性

命
の
情

と

も
謂

ふ
。

是

は
孟

子

の
所

謂
性

善

で
あ

る
。

人
欲

は
性

の
動
態

な
れ

ば
性

而
情

で
あ

る
、

之

を
情

性

と
謂

ふ
、

叉

血
氣

の
情

と

も
謂

ふ
。

是

は
荷

子

の
所

謂
性

悪

で
あ

る
。

此

に
由

つ
て
之
を
観

れ
ば
、
善

悪

は

氣

の
上

の
命
名

で
あ

る

こ
と

は
秋
毫

も
疑

を
容

れ

る
絵

地

が
な

か
ら
う

。

性
情

と
情

性

と

の
用
例

は
古

書

に

乏
し

く
な

い
、
今

其

の
例

を

二
三
摘

出
し

て
み
よ

う
。

利
貞

者

。
性
情

也

。
(易
丈
言
)

文

滅
レ質

。
博

溺
レ心
。

然

後
民

始
惑
齪

。
無
下以
反
昌其
性
情

一。

而
復
蓋
ハ初
占。

(荘
子
繕
性
)

故
明
昌於
性
情

一。

乃
可
昌與

論
フ爲
レ政
。
(春
秋
繁
露
正
貫
)

吾
所
レ謂
減

者
。

任
昌其
性

命

之
情

一而

已
尖
。

(蕪
子
駐
栂
)

季
子

日
。

諸
能
治

昌天
下

一者

。
固

必
通
二乎
性

命

之
情

一者

。
當
レ無
レ私

奥
。

(呂
氏
春
秋
有
度
)

唯

通
昌乎

性
命

之
情

一而

仁
義

之
術

自

行
契

。
(呂
氏
春
秋
有
度
)

故
善
爲
レ君
者

。
濟
昌服

性

命
之
情

一。

而

百
官

巳
治

尖

。
黙
首

巳
親
奥

。

名
號

巳
章
尖

。
(呂
氏
春
秋
勿
躬
)

孔
子
封

日
。

所
レ謂

聖

人
者
。

知
通

」乎
大

道

一。
鷹
レ獲

而

不
レ窮
。
能

測

萬

物

之
情

性

一者

也
。

(大
戴
禮
哀
公
問
五
義
)

極
レ理
以
鑑

昌情

性

之
宜

一也

。
則

天
容

途
・突
。
(春
秋
繁
露
符
瑞
)

理

欲

論

(
=

)
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理

,欲

論

.

(
一
二
)

是

故
先

王
本
二之
情

性

一。
稽

二之
度
歎

一。
制
昌之
禮
義

一。

合
昌生
氣

之

和
一。

道
二五
常

之
行
一。
(樂
記
)

染

出五
釆
一、
飾
}女

章

騨者
。

非

以

爲
ワ盆
昌肌
膚

血
氣

之
情

一也
。

(春
秋
繁
露
制
慶
)

行

法

至
堅
。
好

脩

】正
其

所
7聞

。
以

矯

飾

其
情

性
昌。

(荷
子
儒
数
)

飢

而
欲
レ飽
。

寒
而

欲
レ媛

。
勢

而

欲
レ休
。

此
人

之
情
性

也
。
(
荷
子
性
悪
)

故

順

情

性

一則

不

僻

譲

一突
。
僻

譲

則
惇
昌於
情

性

一尖

。
(荷
子
性
悪
)

夫

好
レ利

而

欲
レ得
者

。

此
人

情
性

也

。
(筍
子
性
悪
)

r
之
於

情
性

一、

則
爾
…昌喪

之

一臭
。

(荷
子
禮
論
)

以
上

論

じ

た
所
を

約
す

れ
ば

、
生

は
氣

に
し

て
性
而
情

、
情

而

性

、
理

欲
は

不

二
而

不

一
、
善

悪
は

一
源
而

ご
流

で

あ

る

と
謂

へ
よ
う
。

此

は
氣

一
元

に
族

る
當

然

の
蹄
結

で
あ

る
。

氣

一
元
論

は

ま

さ
し
く

古
學

の
眞

髄

で
あ

る
。

七

氣

一
元
よ
り

性
を
観

れ
ば

、

之
を
名

づ

け

て
中

と

い

ふ
、

性
即

中

は
古
學

に
於
け

る
正
統

涙

の
倫

理
訟

の
基
本

に

し

て

、
明

に
此

の
思

想
を

読

い
た
者

は
中
庸

で
あ

る
、

喜

怒
哀
樂

之
未
レ登

。
謂
昌之
中

'。
登

而
皆

中
レ節

。
謂
乏

和
'。
中

也

者
天

下

之
大
本

也
。

和
也

者
天

下
之
達

溢

也
。

致

昌中

和
一。

天
地

位
焉
。

萬
物
育

焉

。

と
言

つ
て
居

る
。
情

の
未

登

は
性

の
實
膿

に
し

て
、

淡
然
虚

静

、
自

然

に
理
と

冥
合

ず

る
が
故

に
之

を
中

と
謂

ふ
、

36

ず



此
の
如

く
中
は
性

の
徳

に
し
て
、
理

に
當

る
情

の
名
に
過
ぎ
ざ
れ
ば
、
特
に
深
玄
高
遠
な
義

の
存
す

る
の
で
は
な

い

.即
ち
樂
記
の
所
謂
天
理
に
し

て
、
孟
子

の
所
謂
性
善
で
あ

る
。
潜
在

の
情
が
機
縁
に
よ
り
て
自
然
に
瑳
動
す
れ
ば
、

顯
在

の
性
は
共
の
節
を
失
は
な

い
、

之
を
和
と
い
ふ
。
故
に
節

は
性

の
常

に
し
て
、
縦
は
性
の
墾
で
あ

る
、
常
既

に

立
て
ば
、
百

の
鍵
あ
ら
う
と
も
、
性
善
は
動
く
べ
く
も
な
い
。
…愛
を
見

て
常
を
疑
ふ
は
正
見
と
は
い

へ
ま

い
。

後
儒

の
中
庸
を
詮
繹
す

る
や
、
多
く
老
子

に
附
會
し
、
延

い
て
繹
氏

に
牽
引
し
、
中
を
以
て
老
子

の
所
謂
道
、
繹

氏
の
所
謂
佛
性
叉
は
本
來
面
目
と
爲
し
、
中
を
し
て
甚
だ
し
く
高
遠
化

せ
し
め
て
居

る
。
中
庸
も
亦
其
の
罪
の

一
端

を
負
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
中
庸

に
は
老
子
よ
り
換
骨
脱
胎
し
た
章
句
が
少
く
な

い
か
ら
、
之
を
老
子
の
思
想
に
還
元
す

る
こ
と
さ

へ
難
く
は
な
い
、
況
ん
や
附
會

の
生
す
る
は
敢
て
怪
し
む

に
足
ら
ぬ
。
此
の
章

は
老
乎
の
所
謂
無
名
天
地

之
始
、
有
名
萬
物
之
母
の
換
骨
脱
胎
に
し
て
、
中
は
老
子
の
所
謂
道
、
和
は
老
子
の
所
謂
徳
、
天
地
位
焉
は
老
子

の

所
謂
天
地
之
始
、
萬
物
育
焉
は
老
子
の
所
謂
萬
物
之
母
に
あ
た
る
、
故
に
後
儒
は
喜
怒
哀
樂

の
四
字
を
戴
断
し
、
但

未
螢
の
二
字
を
取
つ
て
中
を
無

の
思
想
に
附
會
し
、
儒

に
も
繹
老
と
同
じ
く
幽
玄
な
敏
理
の
存
で
る
こ
と
を
中
庸

に

擦

つ
て
示
さ
う
と
し
た
の
で
あ

る
、
さ
れ
ど
中
は
決
し
て
秘
密
臓
で
は
な

い
、
其

の
義
は
至

つ
て
卑
近

に
し
て
、
極

め
て
明
自

で
あ

る
。
卑
近
で
は
あ
る
が
、
聖
人
の
性

で
も
中
に
外
な
ら
ぬ
、
但
聖
人
の
衆
入
と
異
な
る
所
は
、
其

の

精
を
蓋

し
、
其

の
量
を
極
め
て
、
努
力
の
結
果
無
意
識

で
善
を
行

ふ
に
あ

る
、

子
日
。
七
十
而
從
昌心
所
ツ欲
Q
不
レ鍮
レ矩
Q
(論
語
爲
政
第
二
)

理

欲

論

(
=
禺
)
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,

(
一
四
)

荷
子
日
。
聖
人
縦
昌其
欲
一。
粂

共̀
情
一。
而
制
レ焉
者
理
臭
。
夫
何
彊
。
何
忽
。
何
危
。
(解
蔽
)

誠
者
。
不
ソ勉
而
中
。
不
レ思
而
得
。
從
容
中
レ遁
。
聖
人
也
。
(中
庸
)

此
は
能
く
聖
域
を
説
い
て
飴
親
が
な

い
。
し
か
し
此
の
域
に
入
る
者
は
天
下

一
人
の
み
、
衆
人
の
企
及
す
べ
き
で
な

い
か
ら
、
此
の
極
致
よ
り
言

へ
ば
、
中
を
以
て
高
遠
の
道
と
な
す
も
敢
て
不
可
は
な
い
、
高
遠
と
謂

つ
て
も
、
實
践

上
到
達
し
難

い
と

い
ふ
意
味
に
過
ぎ
ぬ
、
敏
理

の
軍
易

こ
そ
は
孔
子
教

の
生
命
で
、
且
永
く
傳
は
る
所
以
で
あ

る
。

八

始
め
て
中

の
大
纒
を
登
明
し
た
者
は
尭
帝

で
あ
る
、

論
語

に
、

、

・

勇

日
。
盗
爾
舜
。
天
之
暦
歎
在
昌爾
躬
一。
允
郵

】其
中
一。
四
海
困
窮
。
天
緑
永
終
。
舜
亦
以
命
レ禺
。
(箋
日
第
二
+
)

ど

あ
る
。
中
は
発
舜
禺
相
授
の
大
法

で
あ

る
。
論
語

の
終
篇

に
此
の
章
を
牧
め
た
の
は
、
孔
子

の
仁

の
淵
源
も
中

に

あ

る
こ
と
を
示
さ
う
と
す
る
記
者

の
微
意
を
寓
し
た
の
で
あ

る
。

書

に
曰
く
。

衣
五
。
日
。
建
用
昌皇
極
一。
注
日
。
皇
大
。
極
中
也
。
(洪
範
)

と
、
箕
子
が
股
に
傳
は

つ
て
ゐ
た
萬

の
洪
範
を
武
王
に
陳
べ
た
と
あ
れ
ば
、
中
は
叉
夏
般
周
三
代
相
傳
の
大
法
で
あ

る
。
後
世
聖
君
賢
臣
は
皆
此
に
本
つ
い
て
政
治
を
布
き
、
教
化
を
施
し
て
居

る
。
蓋
し
発
舜

の
所
謂
中
は
過
不
及
な
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く
、
鷹
事
接
物
の
上
に
宜
し
き
を
制
す
る
の
義

で
あ

つ
九
が
、
其

の
後
中

の
内
容
は
漸
く
登
展
し
て
、
毬
に
天
人
二

道

の
原
理
と
な
り
、
宇
宙
及
び
人
事

一
切
を
説
明
す
る
規
準

と
な

つ
た
。
簡
明

に
此
の
思
想
を
示
せ
る
例
は

一
陰

一
陽
之
謂
レ道
。
織
レ之
者
善
也
。
成
レ之
者
性
也
。
(繋
僻
傳
上
)

天
命
之
謂
レ性
。
率
レ性
之
謂
〆道
。
(中
庸
)

劉
子
日
。
吾
聞
γ之
。
民
受
昌天
地
之
中
一以
生
。
所
レ謂
命
也
。

是
以
有
巳動
作
禮
義
威
儀
之
則
}。
以
定
レ命
也
。
能
者

養
以
之
.幅
。
不
γ能
者
敗
以
取
レ蝸
。
(左
傳
成
公
+
三
年
)

で
あ

る
。
此
三
章
を

一
括
し
て
、
之
が
解
繹
を
施
せ
ば
、
即
ち
禮
義

は
性

よ
b
出

で
、
性
は
天
に
原
く
、

天
の
實
髄

と
性
の
實
髄
と
は
皆
中
に
し
て
其

の
節
を
失
は
な

い
、
故

に
中
を
織
承
オ
れ
ば
善

に
し
て
幅
を
致
し
、
中
に
乖
戻
す

れ
ば
欲
を
縦
に
し
て
渦
を
招
く
と

い
ふ
意

で
あ

る
。
子
貢
が
聞
き
た
い
と
潟
望
し
た
性
と
天
道
と
は
中
庸
と
易
と
に

於

て
之
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
れ
ど
更

に
新
奇
を
加

へ
た
の
で
は
な

い
、
既

に
子
貢
の
聞
く
を
得
た
る
文
章
に

存
在
し
て
ゐ
る
。
(
未
完
)
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